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   Circuletin - a preparation of circulatory hormone that is extracted from pancreatic 
tissue - was used to facilitate the passage of the ureteral calculi. In our series of 23 

cases, the stones of 17 cases (74%) passed spontaneously, in two cases operation had to 

be performed and in four cases no result was obtained. In successful cases, 60 per 

cent of the stones passed spontaneously within two weeks. In several cases the excretory 

urogram revealed little or no progress in the descent of the calculi and a progressively 

enlarging hydronephrosis or delayed renal function. In such impacted calculi the 

passage of stones occured within a period of two or three weeks after the beginning 
of treatment. And then the benefical effect of the drug in lessning or abolishing pain 

was proved.

膵臓から分泌 される多 くの物質の中で,血 圧

並びに体内の血液の分布を調節する上に重要な

働 きを持ってい るものとしてFrey&Kraut

(1926)が 発見 した循環系ホルモンは,そ の有

する血管拡張作用の故に主 として高血圧症,そ

の他血行障碍に起因する各種疾患の治療に使用

されていた.こ れを泌尿器科領域に用いたのは

Lazarus(1936)が 初めであって,こ の物質の

平滑筋に対する抗痙攣作用に注目し,尿 管結石

,尿 管狭窄等の治療に使用 して良い結果を得た

と述べ,っ いでCarrollandZingale(1938)

は腎,尿 管仙痛に対す る鎮痛的効果を報告 して

いる.又Kirwin… 等(1944)の 尿管結石によ

る或は尿管カテーテル法施行時の疹痛乃至仙痛

に対する鎮痛的効果,Singer(1947)の 排泄性

腎孟撮影法に対する影響等の報告があり,本 邦

に於ては市川,新 島(1955),齊 藤,石 井(19

56),中 川(1956)等 の報告 がみ られ,著 者等

(1957)も 鎮 痛 的効果乃至抗 痙攣作 用にっ いて

報 告 してい る.

Circuletin(帝 国 臓器)は 哺乳動物 の膵臓 か ら

抽 出分離 した循環系 ホルモンの一種 で,注 射液

は1管 中に10生 物 学 的単位 を,錠 剤はその1錠

中に50生 物 学的単位 を含有す る.吾kは これを

尿管結 石症 に使用 してそ の自然排 出促 進,特 に

小 さな結石 で も長期 間下降 の傾 向を示 さない所

謂impactedcalculiに 対 して も自然排 出を

促 す効果を認めた のでそ の成績を報告 す る.

成 績

症例は尿管結石症23例 で,各 症例の性,年 令,患 側

,結 石の 位置,結 石の 大きさ(レ 線写真に於ける測

定),Circuletinの 投与以前に受けた治療乃至操作,

Circuletinの 用法及び量,結 果等は表に示す如くで

ある.総 計23例 中男子は16例,女 子7例 で,又 右側尿
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表Circuletinを 使用 した尿管結石症例
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同 上

膀 胱 壁 部

L3横 突 起

L3下 縁

同 上

尿 管 に【よ り2cm

L3横 突 起

尿管 口より5cm

L4下 縁

尿管 口より2cm

同 上1cm

L3横 突 起

尿管 口より2cm

L2横 突 起

尿管口より3cm

L2横 突 起

尿管 口より5cm

L3下 縁

L5下 縁

尿管 口より4cm

尿管 口より10cm

L4下 縁

結 石
の大きさ

(cm)

0.7×0.3

0.6×0.4

L5×0.6

0.7×0.6

1.0×0.6

O.9×0.7

0.7×0.2

0.7×0。5

0.4×0.3

1.0×0.7

以前に受けた
治療,操 作

Buscopan錠 内服

尿 管 カ テe-一テ ル法1
回

尿管㍗テ"テ ル法1
回

な し

尿 管 カ テ ーテ ル法1

回Buscopan錠 内服

尿管カテーテル法1
回

同 上

同 上

な し

尿管カテ'テ ル法1
回

同 上

0・5×O・51同 上

0.4×O.3

0.6×0.3

0.7×0.3

0。7×O.3

0.5×0.3

0.4×0.3

0.9×0.6

0.4×0.4

0.6×0.3

0.5×0。3

0.6×0.4

0.6×0.5

同 上
、

な し

尿 管 カテ ■一・テ ル法1

回

同 上

同 上

な し

同 上

尿管 カテPテ ル法1
回

同 上

同 上

同 上

な し

Circuletinの

用 法及 び量

3×1錠,2週 聞

3琴1錠

3×ll錠

3×1錠,2週 聞

3×1錠,1週 間

3×1錠

3×1錠,3週 聞

3×1錠,2週 間

3×1錠

10単 位 ×2,3日 間

3×1銑,2週 間

3×1錠

3×1錠

3×1錠

3×1錠

3×1錠

3×1錠

1・ ・1錠 ・・週聞

3×1錠

3×1錠

3×1錠

3×1錠

3×ll錠,3×1錠

結 果

自然排出,数 ケ月後

同上,7目 後

同上,2目 後

同上,5ケ 月後

不 明

自然排出,12日 後

不 明

自然排出,約40日 後

同上,4目 後

位 置 不 変,looped
catheter法 不 能,

切 石 術

不 明

自然排出,4日 後

同 上,11目 後

同上,5目 後

同 上,23目 後

同上,5目 後

位置不変,切 石術

自然排出,19日 後

同上 ・17目後

同上r8日 後

同上,3目 後

不 明

自然排出,23目 後
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管結石症は6例,左 側は17例 にして,年 令の分布は20

才代10例,30才 代5例,40才 代4例,50才 代3例,70

才代1例 となりt連 目投与の必要上主 として錠剤の内

服を行った.23例 の結果は結石の自然排出を来たした

もの17例,結 石の位置不変の為あ尿管切石術を施行 し

たもの2例,治 療の途中不参 となつて結果不明のもの

4例 となつて,結 石の自然排出を来たしたものは74%

とい う成績を得た.

自然排出例17例 中治療開始より5日 以内}q結 石 の排

出を来たしたものは6例,2週 聞以内4例,4週 間以

内4例,数 ケ月後3例 となって,60%は 治療開始 より

2週 間以内に結石の排出を来たしている.結 石の位置

は腹部尿管にあるもの8例,骨 盤部は9例 で,結 石の

位置 と自然排出までの期聞 との関係をみると,腹 部尿

管8例 中2週 間以内3例,4週 間以内3例.数 ケ月後

2例 であり,骨 盤部の9例 では2週 間以内7例(こ の

申6例 は5日 以内),4週 聞以内1例,数 ケ月後1例

となって,や はり低い位置の結石の方が排出までの期

間は短い.位 置不変の為め尿管切石術を行った2例 は

何れも腹部尿管のものである.結 石の大きさはレ線写

真上で長き と巾が何れも0.5cm或 はそれ以下のも

のは5例,長 さと巾が,或 は何れか一方が0.5cm以

上1.Ocm以 下のものは11例,1.Ocm或 はそれ以

上が1例 である.結 石の大きさ及び位置 と自然排出ま

での期間との関係は,O.5cm或 はそれ以下の5例 で

は4例 が5日 以内で何れも骨盤部にあり,1例 は17目

後でこれは腹部尿管にあつたものである.0.5cm以

上1.Ocm以 下の11例 では1週 間以内は2例 で何れ

も骨盤部,2週 間以内は3例 で何れも腹部,4週 間以

内は3例 でこの中1例 は骨盤部,2例 は腹部,数 ケ月

以内3例 で1例 は骨盤部,2例 は腹部である.1.Ocm

以上の1例 は2日 後でこれは膀胱壁部にあつた.手 術

を行った2例 は,1例 は0,5cm以 下,1例 は1.O

cm以 下で,そ の位置は前述の如 く何れも腹部であつ

た.以 上の如く結石の位置の低いもの程,又 結石の小

さいもの程自然排出に至るまでの期間が短い傾向にあ

るが,一 方この通 りにいかない症例のあることも認め

られた.

結 石の排出を来たした17例 中にはあえてCircule-

tinを 投与しなくても,放 置 して単に経過を観察す

るだけで自然排出を来たすと考えられる症例がかなり

あることは認められる.し か し結石の移動によつて生

じる仙痛発作が殆 どなく,叉 自然排出までの期聞を短

縮するという点でCirculetinの 効 果を認めることが

出来た.更 に長期間下降の傾向のない結石例にCir-

culetinを 使用して2～3週 間以内に結石の排出を来
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たし,明 かに自然排出を促進したと認められる数例を

以下に述べる.

(症例6)

25才 の女子で左側尿管結石症,約2ケ 月前 よりの左

側腹部鈍痛或は仙痛と時折の血尿を主訴とし,膀 胱鏡

的に左側尿 管口からは15分 に至 るも青排 泄を認めな

い.尿 管カテーテル注は左側25cmで っかえ,腹 部

単純撮影でLs下 縁の高さで左側に指頭大の結石陰影

を認め(図1),逆 行性腎孟撮影ではこの部位より上

には造影剤は上昇 していない.排 泄性腎孟撮影,圧 迫

帯使用,30分 後で左側腎杯,腎 孟の著明な拡張を認め

た(図2)症 状 の初発より約2ケ 月経過しているこ

と,及 び結石はかな りの大きさ(0.9×O.7cm)で 患

側は著明な水腎症を来たしていること等から自然排出

は期待出来ないと考えて,尿 管切石術をす Σめた.し

かし患者の都合で手術は数週間後に行 うことを希望す

るので,そ の間に と一応Circuletin1目3錠,連 日

投与を行ったところ,仙 痛発作もなく経過 したが治療

開始後12目 目に下腹部に鈍痛を来たし翌 日結石の排出

をみた.

(症例18)

36才 の女子で左側尿管結石症.約4年 前より左側腹

部に鈍痛あ りて時折血尿があるのに気づいた.約2年

前腰痛を主訴 として当科外来を訪れ,そ の折の検査に

於て左側骨盤骨部に結石陰影を認めて手術をす 、めら

れたがそのまΣ放置 した.今 回の検査では左側骨盤腔

部に指頭大の結石陰影を認め,排 泄性腎孟撮影で左腎

は造影剤の排泄が悪く圧迫帯使用,30分 後 で著明な水

腎症を認め(図3),圧 迫帯除去,1時 間後になって

初あて造影剤が結石部位まで下って拡張 した尿管像を

示した(図4)こ の症例は経過が長 く,患 側の著明

な水腎症 と腎機能の低下を認めたので尿管切石術をす

すめたが,患 者の都合で入院は1ケ 月後 となりそれま

での間Circuletin療 法を行ったところ,治 療開始 よ

り19目後に結石の自然排出を来た した.

(症例19)

45才 の男子,右 側尿管結石症.数 ケ月前 より右側腹

部に時折鈍痛があり叉血尿があった.膀 胱には異常な

く,青 排泄試験は右側15分 に至るも排泄なく,左 側は

正常.単 純撮影でL3下 縁の高さで右側に小豆大の結石

陰影を認め,逆 行性腎孟撮影では造影剤はこの部位よ

り上には上昇しない.排 泄性腎孟撮影で圧迫帯使用,

30分 後 になっても右側は造影剤の排泄は全くなく(図

5),圧 迫帯除去,2時 間後になって結石陰影 より上

部にi著明に拡張した腎孟尿管像がかろうじて認められ

た(図6)こ の症例は結石は比較的小さい(0.4×
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0。4cm)が 経過が長 く,且impactedcalculusと な

つて腎機能が著しく低下しているので尿管切石術の適

応 と考えたが,一 応Circuletinを 投与して経過を観

察 したところ,間 もなく結石下降の傾向を示し治療開

始 より17日後に自然排出を来たした.

(尿管痙攣症)

27茅 の男子.数 ケ月前より時折右側腹部に仙痛発作

を来たし,尿 管結石症の疑いで他科から紹介された.

尿に少数の白血球,赤 血球を顕微鏡的に認めるが蛋白

は陰性で他に異常所見は認められない.膀 胱鏡検査,

青 排泄試験,尿 管カテーテル法,単 純撮影及び逆行性

腎孟撮影等で特に異常所見は認められない.排 泄性腎

孟撮影では両側共腎機能は良好で,圧 迫帯使用,15分

後 には明瞭な腎孟像を得て腎杯,腎 孟には異常所見を

認めない(図7)こ こでCirculetin10生 物学的

単位筋注直後に再び撮影すると,今 まで見られなかつ

た尿管像が現れて来て(図8),5分 後には更に明瞭

に認められた(図9)た だ し仙痛発作時に於ける撮

影ではないので確定は出来ないが,Circuletinの 如

き鎭痙剤によって著明な尿管拡張を来たしたことより

尿管痙攣症 と考えて経過を観察中である.

副 作 用

1回2錠,1日3回 の内服を連用させた1例 に軽度

の胸部圧迫感を来たしたが,1H3錠 に減量した とこ

ろ消失 した.大 部分の症例は1日3錠,連 日投与を行

い,疹 痛発作時には1回2～3錠 を内服させるのを常

とし,中 にはかなりの長期間連用した例もあるが副作

用と認むぺきものは上記の1例 以外に何等認められな

かった.又stoneextractorを 使用する為に,1例

に10単 位の筋注を1日2回 数目間行つたが副作用は認

めなかった.

総括並びに考按

尿管管結症23例 にCirculetinを 使用して結

石の自然排出17例,結 石の位置不変の為め尿管

切石術施行2例,不 明4例 となり,結 石の排出

を来たしたものは74%と いう結果を得た.自 然

排出を来たした17例 中治療開始より5日 以内に

結石の排出を来たしたものは6例,2週 間以内

4例,4週 間以内4例,数 ケ月以内3例 となつ

て,60 .%oが治療開始より2週 間以内には自然排

出をみている.

循環系 ホルモンの尿管結石自然排出を促進す

る機序としては,第1に 平滑筋に対する抗痙攣

作用によって尿管壁の痙攣乃至は過度の緊張状

態を緩解せしむることが老えられ る.第2に は

Frey等(1953)の 研究によると腎機能に及ぼ

す影響 として腎の稀釈能に変化は認められなか

つたが濃縮力が増大 し,排 泄能は初め減退 し後

著 しくたかまり,血 中尿素及び残余窒素は低下

して,腎 血流改善 の徴が見 られた という.こ の

利尿充進が尿管壁の過度の緊張状態の緩解 と相

まつて結石の下降を促進するものと思われる.

しかしかエる薬剤の投与が,は たして結石の自

然排出の促進に効果があったかどうかという問

題は議論 の多い点であって,Kirwin等(1944)

は彼等の経験 した20例 中7例 の結石自然排出例

について,薬 剤の影響は認めても結石排出に対

する直接の効果にっいては確言を避けている.

中川(1956)は8例 中3例 に結石の排出を認め

て鎮痛作用並びに結石下降に対する影響を高 く

評価 して いるが,市 川等(1955)は8例 中5

例,土 屋等(1956)は11例 中4例 の結石排出例

について,排 出の時期が一定 しない為めに薬剤

の効果を正確 に知 ることは困難であると述べて

いる.

Higgins(1954)が601例 中17～19%に 結石

の自然排出を認めて,結 石の直径が1cm以 下

のものは自然排出を期待することが出来 ると述

ぺている如 く,自 験例23例 中結石の排出を来た

した17例(74%)の 中には,あ えてCirculetin

を投与しな くて単に放置 していても結石の排出

を来たすかも知れない症例が含まれていること

は考えられるのであるが,Circuletin療 法の

開始によって疹痛の発現が非常に減少 し且っ自

然排出例の約60%が 治療開始から2週 間以 内に

は結石の排出をみていることは,鎮 痛並びに排

出促進の効果が認められたものと考えられ る.

更に長期間結石下降の傾向が認められず,そ の

為めに水腎症の程度増大或は腎機能障碍を来た

して手術の適応と考えられ る数例に,Circule-

tinを 使用してより2～3週 間以内に結石の排

出をみたことは明かに自然排出を促進した もの

と言い得 るものである.ま た尿管痙攣症 の排泄

性腎孟撮影に於て,Circuletinの 投与により

尿管 の拡張作用が認められ尿管像が現れて来た
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ことから,上 述の如き結石自然排出促進の機序

が当を得たものと考えられるであろう.

最隆にCirculetinは 錠剤の形の製品がある

ので外来に於て治療しながら経過を観察する上

に甚だ便利であり,自 然排出を期待出来 る症例

には一応試みていN治 療法 と考える.

結 語

1)尿 管 結 石症 の23例 にCirculetinを 使 用

して結石 の自然排 出17例(74%),結 石 の位 置

不変 の為 め尿管切石術施行2例,不 明4例 の結

果を得 た.

2)自 然 排 出の17例 申10例(60%)は 治療 開

始後2週 間以 内に結 石 の排 出があ り,叉 所 謂

impactedcalculiの 数 例 に2～3週 間以 内

に自然排 出を来 さ しめて,鎮 痛 的及 び結石 の 自

然排 出促進 の効果 を認 めた.

3)副 作 用 としては1例 に軽度 の胸部 圧迫感

を認 めた のみ であ る.

附記.本 論文の要旨は昭和33年6月22日,第51回 近

畿泌尿器科集談会:こ於て発表 した.
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図1:症 例6,単 純 撮 影.
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図4:症 例18,排 泄性尿管像,
圧迫帯除去,1時 間後,
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図2=症 例6,排 泄 性 腎孟 撮 影,

圧 迫帯 使 用,30分 後.
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図5:症 例19,排 泄 性 腎孟 撮 影,

圧 迫 帯 使 用,30分 ・後.
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図6:症 例19,排 泄性腎孟撮影,
圧迫帯除去,2時 間後.
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図7:尿 管痙攣症,排 泄性腎孟 図8:尿 管痙攣症,Circuletin10図9:尿 管 痙撃症,Circuletin10
撮影,圧 迫帯使用,15分 後. 生物学的単位筋注直後.生 物学的単位筋注5分 後.




